
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
２款 総務費

１項 総務管理費 東京本部（03-5212-9077）

９目 県外事務所費＜地方機関計上予算＞ （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

(新) ＜諸収入＞

首都圏販路開拓推進 5,374 0 5,374 23 5,351

事業

トータルコスト 5,374千円 （前年度 0千円）

従事する職員数 正職員：０人、非常勤職員：１．００人

主な業務内容 食に関する県産品の販路開拓

説 明

１ 事業の概要

首都圏における県産品の販路開拓に向けた体制強化を図るため、東京本部内に販路開拓のエキスパ

ートを設置し、量販店、外食関連企業等に対して県産品の情報提供及び販路開拓を行う。

また、鳥取県東京アンテナショップ「食のみやこ鳥取プラザ」と十分に連携を取りながら業務を行

う。

２ 主な事業内容

○販路開拓マネージャー１名の新設

・食品流通業界の経験者で流通の仕組みを熟知し、人的な繋がりを広く持つ者を「販路開拓

マネージャー」として、東京本部内に新設する。

○業務内容

・量販店、外食関連企業等に対して食に関する県産品の情報提供及び販路開拓

・量販店、外食関連企業等への商品提案等によるニーズ把握、他地域の取り組みなどの情報収集

・その他、県産品の販路開拓支援のための業務

○期待される効果、成果

・販路開拓マネージャーの人脈や内部情報等の活用が可能となり、販路開拓につながる。

・県内事業者等からの相談体制が整えられ、潜在的な販路開拓要望者への対応が可能となる。
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